
○ “ハイレゾで感動新世界の提案”「オーディオ・ホームシアター展2015」 

       校條 亮治 

○ 人気沸騰のジャズ歌手Lyn Stanleyが「音展」にやって来る 森 芳久 

○ 特別寄稿：About MQA (for JAS)          Bob Stuart、Keith Howard 

○ 【特集：連載『ハイレゾ機器解説』第3回】 

※ ユニバーサルBlu-rayディスクプレーヤー『BDP-105D JAPAN LIMITED』

のご紹介      島 幸太郎 

※ Xperia Z4の商品の特徴と高音質技術   助川 和久 

※ USB DAC／ヘッドホンアンプ『UD-503』  加藤 丈和 

○ 【連載：一録音エンジニアの回顧録～アナログからデジタルへ～第4回】 

※ オーディオの重要科学技術史資料登録について  穴澤 健明 

○ 「ハイレゾ講座Ⅱ」報告     渡辺 勝 

○ 良い音委員会・“生録会”奮闘記    校條 亮治 

○ 【連載：『試聴室探訪記』第28回】   谷口 とものり・森 芳久 

※ ～ 谷口とものり、魅惑のパノラマ写真の世界 ～ 

川崎邸 癒しのオーディオ「おぃで〜オーディオ」訪問 

○ 【JASインフォメーション】 

※ 平成27年度 9月度理事会報告 
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3. ハイレゾで感動新世界の提案”「オーディオ・ホームシアター展2015」 

     校條 亮治 

5. 人気沸騰のジャズ歌手Lyn Stanleyが「音展」にやって来る 

     森 芳久 

8. 特別寄稿：About MQA (for JAS) Bob Stuart、Keith Howard 

【特集：連載『ハイレゾ機器解説』第3回】 

20. ユニバーサルBlu-rayディスクプレーヤー『BDP-105D JAPAN 

LIMITED』のご紹介   島 幸太郎 

27. Xperia Z4の商品の特徴と高音質技術  助川 和久 

33. USB DAC／ヘッドホンアンプ『UD-503』 加藤 丈和 

【連載：一録音エンジニアの回顧録～アナログからデジタルへ～第4回】 

42. オーディオの重要科学技術史資料登録について 穴澤 健明 

50. 「ハイレゾ講座Ⅱ」報告   渡辺 勝 

54. 良い音委員会・“生録会”奮闘記  校條 亮治 

【連載：『試聴室探訪記』第28回】 谷口 とものり・森 芳久 

62. ～ 谷口とものり、魅惑のパノラマ写真の世界 ～ 

   川崎邸 癒しのオーディオ「おぃで〜オーディオ」訪問 

【JASインフォメーション】 

65. 平成27年度 9月度理事会報告 
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（委員）穴澤 健明・稲生 眞（（株）永田音響設計）・遠藤 真（NTTエレクトロニクス（株）） 

大久保 洋幸（NHKエンジニアリングシステム）・髙松 重治・春井 正徳（パナソニック（株））・森 芳久 

八重口 能孝（パイオニア・オンキヨー（株））・山内 慎一（（株）ディーアンドエムホールディングス）・山﨑 芳男（早稲田大学） 

9月号をお届けするにあたって 

「音展」が近づいて参りました。ハイレゾを掲げてから 1 年が経った今年は、多くのイベントや展示を

通じて、より豊かなオーディオの未来を見て、感じていただきたいと思っております。本号では開催に向

けた校條会長からのご挨拶に加え、音展に参加してもらうことになったLyn Stanleyさんを森氏に紹介し

ていただきました。 

昨年の音展で、時間軸分解能の音に及ぼす影響等について講演されたBob Stuartさんの論文を、特別寄

稿として原文ですが掲載致しました。次号では和訳をお届けできるよう検討を進めます。 

特集の連載「ハイレゾ機器解説」では、① OPPO Digital Japan、② ソニー、③ ティアックより寄稿

いただきました。  

連載、「一録音エンジニアの回顧録」では趣向を変えて、9月に行われた国立科学博物館による「未来技

術遺産」の今年度の登録を踏まえて、我が国のオーディオ技術の歴史を振返る特別編を穴澤氏に寄稿いた

だきました。ハイレゾの啓発を目指して、音のサロン委員会が推進している「ハイレゾ講座」の最近の活

動について、渡辺主査に報告していただきました。生録委員会から出発し、現在、良い音委員会の活動と

して推進されている「生録会」の最新の模様を校條会長に寄稿いただきました。真夏の生録奮闘記です。 

連載の「試聴室探訪記」は、元大手オーディオメーカーで活躍された川崎氏のユニークな試聴室を訪れ

ました。 
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開催ご挨拶 

ジャーナル読者の皆様、お待たせいたしました。月日の経つのは早いもので、オーディオ・ホ

ームシアター展“音展”もお台場地区に移ってから 3 回目の開催を迎えることとなりました。 

いよいよ「次世代オーディオの中核」として“ハイレゾ・新感動の世界”をお届けすることに

なりました。今年の“音展”テーマは「観る！聴く！触る！ハイレゾと 4K シアター」と銘うち

「聴くぞ、ハイレゾ！今日から広がる感動新世界」を提案しています。 

 

■ハイレゾは“日本発・世界初” 

2014 年 6 月 12 日に日本オ－ディオ協会は「日本発・世界初」として、新しい時代のオーディ

オ「ハイレゾ・オーディオ」の世界を提案しました。1982 年 10 月の CD 世界同時発以来、実に

32 年ぶりに日本が世界に向けた提案です。統一ロゴマークも制定し、2014 年 12 月には米国 CEA 

ともパートナー契約を締結し、次世代オーディオの中核として「ハイレゾ・オーディオ」の世界

を拡大すべく取り組んできました。 

 

■ハイレゾ・オーディオは世界の潮流 

お陰様でハイレゾ市場への参入企業数は、わずか一年で当初予定の倍増となり、内外合わせて

50 社以上が参入表明し、具体的な商品投入も 400 数十点を超える勢いで極めて多くのハイレゾ

認定製品が既に送り出されています。この動きは、海外及びソフト業界へも拡がりつつあり、全

世界で今後着実に拡大していくものと確信しています。 

特に新しい動きとして、今までオーディオ業界が予想してこなかったスマートホン、タブレッ

ト、PC 、NAS、アプリケーションソフトなどオーディオゲートウエイとしての新しい商品カテ

ゴリーの参入申請が続いており、新たなオーディオ市場の拡大につながっています。また、従来

商品についてもハイレゾ導入により、新しい設計思想と開発設計により、確実に高品質へシフト

していくものと考えています。 

 

■ハイレゾでハイクオリティーオーディオを！ 

今回の“音展”では、「ハイレゾ・オーディオ」による徹底した“質の向上”を提言します。 

音楽試聴の世界は、生演奏に迫る本物の質感ある“感動創造”の世界であるべきと考えています。 

ヘッドホンから大型スピーカーまで、スマホから大型機器に至るまで、全てのステージにおいて

“感動創造”を起こすつもりです。これまでは、ややもすれば「音楽試聴は、今のヘッドホン試

聴で十分だ！」と思っている方々も多いと思います。この機会に是非とも新しい「ハイレゾ新感

“ハイレゾで感動新世界の提案” 

「オーディオ・ホームシアター展 2015」 

一般社団法人 日本オーディオ協会 

会 長 校條 亮治 

 

会 長 校條亮治 
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動の世界」を体験して頂きたいものです。 

 

■ハイレゾとライブの比較試聴 

今回は「ハイレゾ・オーディオ」導入 1 周年を記念して「ハイレゾとライブの比較試聴」とい

う前代未聞の企画も入れました。そして米国からは注目のジャズシンガーである「Lyn Stanley」

と、定評あるビッグバンドの「Keio ライトミュージック・ジャズオーケストラ」を招き、素晴ら

しいステージをご堪能いただけます。ハイレゾ・オーディオによる「感動新世界！」を、より多

くの皆様に体験頂ければ幸いです。 

 

＜開催概要＞ 

 

会期：  2015 年 10 月 16 日（金）・17 日（土）・18 日（日）  3 日間開催 

時間：  16 日： 11 時 00 分～18 時 00 分 

     17 日： 10 時 00 分～18 時 00 分  

     18 日： 10 時 00 分～16 時 00 分 

会場：  お台場「TIME（タイム）24」ビル（1F、2F、3F、18F） 

〒135-8073  東京都江東区青梅 2-4-32 

アクセス： ゆりかもめ「テレコムセンター」駅 徒歩約 2 分 

 りんかい線「東京テレポート」駅 徒歩約 18 分 

主催：  一般社団法人 日本オーディオ協会 

出展企業・団体：    91 社・団体 

入場無料 （一部工作教室などのイベント有料） 

公式ホームページ  http://www.oto10.jp/ 

各種詳細情報は、各々のサイトをご参照ください 

イベント情報  http://www.oto10.jp/event 

セミナー情報  http://www.oto10.jp/seminar 

フロアマップ  http://www.oto10.jp/floor 

出展企業情報  http://www.oto10.jp/company_infos 

会場アクセス  http://www.oto10.jp/access 

 

なお、事前登録来場者には、抽選でハイレゾ音源をプレゼント致します。 

⇒ https://jasau458.securesites.net/oto10/2015/registo/ 

 

 

会員様、オーディオ・音楽ファンなど多くの皆様をお台場 TIME24 でお待ちいたします。 

http://www.oto10.jp/
http://www.oto10.jp/event
http://www.oto10.jp/seminar
http://www.oto10.jp/floor
http://www.oto10.jp/company_infos
http://www.oto10.jp/access
https://jasau458.securesites.net/oto10/2015/registo/
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今世界の各オーディオシーンで最も人気を集めている歌手がいる。それが女性ジャズ歌手の

Lyn Stanley（リン・スタンリー）だ。日本でも彼女の LP や CD が輸入発売され、その評価は急

速に高まっている。その彼女が「音展」オーディオ・ホームシアター展 2015（お台場 TIME24

にて 10 月 16-18 日開催）にやって来るという嬉しいニュースが入った。 

初日の 16 日には麻倉怜士氏のセミナー、そして慶応ライトミュージックソサエティとのジョ

イントコンサート（要予約、http://www.oto10.jp/event/concert）でその美声を披露してくれると

のこと、彼女のファンはもちろん、オーディオファン、ジャズファンには嬉しい贈り物だ。 

 

JAS ジャーナルの読者諸兄は彼女について既にご存知の方

も多いかもしれないが、ここで彼女の経歴とディスコグラフィ

ーについて少しご紹介したい。 

リン・スタンリーは 2013 年にデビュー作 ”LOST IN 

ROMANCE”でこの世界に彗星のように登場した。この最初の

アルバム “LOST IN ROMANCE” は CD に加え、高音質 45 回

転 LP（2 枚組）も発売し、演奏の素晴らしさはもちろんその優

れた録音はたちまちハイエンドユーザーの注目するところとな

った。事実、昨年 1 月にラスベガスで開催された CES や同時

開催の T.H.E. Show では、多くのハイエンドオーディオのブー

スでこの LP がサウンドデモに使われ好評を博した。このニュ

ースは世界のハイエンドオーディオ界に伝わり、ドイツのハイ

エンドショーをはじめ、世界のオーディオショーの多くのブースでこの LP や CD が演奏される

ことになり、リン・スタンリーの名声は急速に高まった。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 緊急ニュース 

オーディオ界で人気沸騰のジャズ歌手 

Lyn Stanley が「音展」にやって来る 

編集委員 森 芳久 

リン・スタンリーさん 

アルバム “LOST IN ROMANCE” ハイエンドショーでのリン・スタンリー

さんのライブ 

http://www.oto10.jp/event/concert


 

 

 

 

6 

 

JAS Journal 2015 Vol.55 No.5（9 月号） 

そして、2014 年に発売された第二弾のアルバム “POTIONS (FROM THE 50S)” で彼女のジ

ャズ歌手としての地位は確たるものとなった。サブタイトルが示すようにこのアルバムには 50

年代の珠玉の名曲が収められている。ピアノにケニー・ワーナー、マイク・ラングなど、ベース

にはマイク・ベラリオとヨハネス・ワイダミュラー、ドラムにジョー・ラ・バルベラなど、ジャ

ズファンにはおなじみの一流のプレーヤーがリン・スタンリーの独自の解釈によるヴォーカルを

支え、50 年代のクラシックな曲に新たな命が吹き込まれている。これはハイエンドオーディオフ

ァンを意識して、高音質 45 回転 LP（2 枚組）、SA-CD に加え、2 倍密度の DSD(5.6MHz)による

ハイレゾダウンロード音源、さらに 2 トラ 38cm のオープンテープも用意されている。素晴らし

い演奏はもちろんであるが、その演奏をさらに引き立てているのが、最高の録音技術者たちによ

る細心の録音技術とハイレゾメディアの採用であろう。 

 

この世界では新人の彼女にはこんなユニーク

なエピソードがある。 

ワシントン州タコマで生を受けたリン・スタン

リーは幼い頃、マリア・カラスの歌を聴いた時か

ら歌手になりたいとの願望が芽生えた。しかし、

その彼女の夢は実現することなくミシガン大学の

博士課程でマスメディアを学び、卒業後は米国有

名企業などで働き、また幾つかの大学でも広告宣

伝やマーケティングを教えるなど充実したキャリ

アを積んで来た。一方ダンスをこよなく愛してい

た彼女は社交ダンサーとしての訓練を重ね、大き

な試練に遭遇しながらも 2010 年には 3 つのプロ/

アマ米国ボールルームのタイトルを、また世界プロ/アマ選手権 3 位入賞など社交ダンスのナショ

ナルチャンピオンとなり、エンターテイナーとしての成功も収めた。 

その同じ年のこと、エラ・フィッツジェラルドのピアノ伴奏者としても知られる伝説のピアニ

スト、ポール・スミスにその歌の素質を認められ、彼の強い勧めにより歌手の道を歩むことにな

る。 

ポール・スミスとの共演を重ねる中で、歌手として多くのファンが彼女のレコード発売を望む

声が高まった。それに応えリン・スタンリーはレコード制作プロダクションを立ち上げることを

決意する。無類のオーディオファンだった父親の影響でハイエンドオーディオに精通している彼

女は、音質に関しても一切の妥協を排し自身のアルバム制作を手がけている。そしてレコーディ

ングにはアル・シュミット、LP のカッティングやオープンテープのマスタリングはバニー・グ

ランドマンを起用するなど、どの工程も彼女の望みうる最高のものに仕上げている。 

彼女自ら International Recording Artist & Singer と名乗っているのは、その演奏とレコーデ

ィングに絶対の自信を持っているからであろう。世界のオーディオ誌がこぞって彼女の演奏はも

ちろんその音質を評価し、多くのハイエンドオーディオメーカがサウンドデモに使用しているの

がそれを裏付けている。そして、過去既に全世界で 16,000 組という驚異的なアルバム売り上げ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルバム “POTIONS (FROM THE 50S)” 
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数こそがその証なのだ。 

そして今秋また嬉しい発表がある。彼女の第三弾アルバム “Interludes” が 11 月に発売される

とのニュースだ。ここでも演奏、録音共に最高のメンバーが集結されている。ここで、少しだけ

彼女の録音風景のビデオをご覧頂きたい。 

 https://m.youtube.com/watch?v=rKchvHGXi0I 

 

機会があれば是非このアルバムについてもま

た本誌上でご紹介したいが、まずは皆様「音展」

オーディオ・ホームシアター展 2015 にお出かけ

いただき、彼女の演奏やセミナーでのサウンドデ

モを体感していただきたい。16 日にはセミナーや

生演奏の前後にはホール内で彼女の既発売アルバ

ムの LP、ディスク、テープ頒布、特別サイン会

なども行われる予定である。また会期中は会場の

ディスクユニオンのコーナーでも彼女のディスク

販売が行われる。彼女も時間の許す限り音展会場

でファンの皆様にご挨拶したいとの意向なので、

そこでも直接サインをもらえるチャンスが待っている。 

最後に皆様にリン・スタンリーさんからのメッセージを記しておく。 

（概訳）「日本のファンの皆様、皆様の温かいご支援で待ちに待った日本で演奏ができることと

ても感激しています。10 月 16 日「音展」での演奏が私たちの新しい友情の絆を育むよう願いを

込めて、私の第 3 弾アルバム Interludes を世界に先駆けて日本で発売いたします。そしてその絆

が永遠に続きますよう！感謝を込めて、リン・スタンリー」 

 

 リン・スタンリーの参加でさらに面白くなった「音展」。是非皆様お誘い合わせの上お出かけく

ださい。 

To my new fans in Japan: 

 

Thank you for your warm hospitality and kindness in welcoming me to Japan to share 

my music with you. I am thrilled, and you have fulfilled a long awaited dream of 

mine-- to sing for you! 

I am looking forward to releasing my new 3rd album, Interludes, for the first time 

anywhere--at the JAS show on October 16th, 2015 during my performance to celebrate 

our new friendship. May it last forever! 

 

With gratitude, 

 

Lyn Stanley 

アルバム “Interludes” 

https://m.youtube.com/watch?v=rKchvHGXi0I
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 Further Reading  

A wide-ranging overview of the background to MQA is available in an Audio Engineering Society paper 

delivered at the 137
th

 Convention in October 2014.[13] 

Patent Notice  

Several aspects of MQA are subject to patents granted and pending. 
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